
ビフィズス菌のバイオジェニックス研究は増加

加熱処理で身体に効く ビフィズス菌の研究レポート
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健康成分の開発が多様に進み様々な効果を持つ素材が登場しているだけでなく、加工処理技術の進化により今ま
でなじみのあった素材にも、新たな効果が確認されその価値を見直されています。今回の研究レポートでは、生き
ている状態でなくとも健康へ寄与することが確認されたビフィズス菌のデータについて紹介します。

“生きて腸に届く”という特徴で1990年代に市場認
知が急速に高まったビフィズス菌ですが、昨今では
加熱処理を行った菌体が持つ成分そのものに注目が
集まっています。
食の形態・食文化・生活習慣の多様性に合わせて、

整腸以外の健康にも寄与することの出来るビフィズ
ス菌の研究が盛んになっています。

食習慣は多様化、健康需要は増加
様々な食品に使える成分として、研究者は加熱処理ビフィズス菌に注目

ビフィズス菌・乳酸菌混合物による
アルコール性腸管損傷の保護機能

ビフィズス菌・乳酸菌を含むプロバイオティクス製品について、
アルコールによる腸管損傷を保護する機能をラットを使って調査し
ました。その結果、加熱処理をした製品でも腸管に分泌される毒素
の量を抑え、腸管のタイトジャンクションを保護する機能を持つこ
とが確認されました。

加熱処理ビフィズス菌の継続的な摂取による
乳児疝痛（コリック）の緩和

キシログリカンと加熱処理ビフィズス菌の混合物を生後3～16週間
の乳児に10日間摂取させたところ、乳幼児の啼泣の回数が減少し、ラ
クターゼ（乳糖分解酵素）を摂取させた群と比較しても有意に減少し
ました。混合物の摂取により乳児疝痛の症状を緩和させたと考えられ
ます。
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加熱処理製剤でも
アルコール損傷腸管の保護

加熱処理ビフィズス菌摂取による
腸内細菌叢を介した肥満改善作用

生菌・加熱済みビフィズス菌をそれぞれ3か月間摂取し続けたとこ
ろ、加熱済みのビフィズス菌を摂取した群のみで内臓脂肪の減少が
有意に確認され、特に性差として女性で有意な結果が確認されまし
た。腸内細菌の解析では、インスリン感受性とエネルギー代謝にか
かわるAkkermansia 属細菌の増加が確認されました。

Int J Obes (Lond). 2019 Sep;43(9):1863-1868.
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腸内環境を保つ効果で広まったビフィズス菌の市場は、形態や効能を変え今後も幅広く展開されることが予想さ
れます。加熱処理ビフィズス菌を配合したプロテイン・スムージー・シリアルバーなど、健康を意識した食品への
組み合わせを検討してみてはいかがでしょうか。
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